
 

第７回地球温暖化に関する中部カンファレンス 

～緩和と適応へのアプローチ：ダイベストメントとカーボンバブルへの適応を考える～ 

 

 

日  時：平成 29 年 3 月 2 日（木） 

      13:10～16:55 

会  場：名古屋国際センター別棟ホール 

 

－ プログラム － 

 

MC：磯谷  祐介  

 

13:10 【オリエンテーション】 

 

【開会の挨拶】 

環境省中部地方環境事務所  環境対策課長  永井  均  

 

13:20 【講演】 気候変動、パリ協定とビジネスをめぐる動向  

名古屋大学大学院環境学研究科教授  髙村  ゆかり 

 

14:10 【講演】 最近の気候変動リスクに関するダイベストメントとエンゲージメント活動の動向  

          (株) 伊藤リサーチ・アンド・アドバイザリー代表取締役兼アナリスト  伊藤  敏憲  

 

15:10 【休憩】 

 

15:25 【講演】 脱炭素社会に向けて、今後、ノンステートアクターに期待すること 

            環境省地球環境局地球温暖化対策課長  松澤  裕  

 

16:05 【質疑応答】 

 

16:45 【クロージングコメント及び閉会挨拶】 

環境省中部地方環境事務所長  三村  起一  

 

 (16:55 会場閉鎖) 

 

※本日は、公共交通機関でのご来場ありがとうございます。 

※本日の中部カンファレンスの開催により、名古屋国際センター別棟ホールの電気使用量等から排出され

ます CO₂は岐阜県東白川村森林組合が創出した J-VER でできる限りオフセットします。 

J-VER 名：岐阜県  東白川村森林組合「FSC 認証林」間伐プロジェクト～つちのこ村で、環境にやさ

しい里山づくり～ 

※ペーパーレス化の取組の推進については、今後ともご理解ご協力をお願いします。 



お知らせ 

 

１ 「地球温暖化に関する中部カンファレンス」の総合案内のバナーを開設しました 

 

「地球温暖化に関する中部カンファレンス」の URL：http://chubu.env.go.jp/earth/post_20.html 

 

(ア) 今までご登壇していただきました講師の方々の説明資料等を見ることができます。  

(イ) 今後も、中部地方環境事務所 Web に「開催案内」を掲載しますが、このバナーを登録していただければ、

今後の予定を（案）の状態ではありますがいち早く知ることができますので、是非、ご利用ください。 

(ウ) 中部カンファレンスでは、地球温暖化対策関係の「話の出所」である方々に講師をお願いしていますので、会

場で聴講されたこと、バナーに格納してあります資料については、他所でどんどん広げてください。 

 

平成 29 年度開催予定  

2018/03 月  第 11 回開催予定  

2017/12 月  第 10 回開催予定  

2017/08 月  第９回開催予定  

2017/06 月  第８回開催予定  

 

2017/03/02：第 7 回～緩和と適応へのアプローチ：ダイベストメントとカーボンバブルへの適応を考える～  

2016/12/19：第 6 回～ＣＯＰ22 の結果と今後の我が国の方向性と国内の施策展開～ 

2016/09/01：第 5 回～緩和と適応へのアプローチ：持続可能な地域づくりを考える～ 

2016/07/08：第 4 回～緩和と適応へのアプローチ：防災を考える～ 

2016/03/15：第 3 回～緩和と適応へのアプローチ：食糧を考える～ 

2016/01/15：第 2 回～ＣＯＰ21 の交渉結果と温暖化対策の方向性～ 

2015/01/13：第 1 回地球温暖化・気候変動に関する中部カンファレンス 2014 

 

２ 説明資料等の「ペーパーレス化の取組」を推進しています 

環境省では、環境負荷削減の観点から、審議会等のペーパーレス化の取組を推進していますが、中部地方環境事務

所においても、事務事業の一つである「地球温暖化に関する中部カンファレンス」を開催する事により排出されるCO₂をでき

る限り削減するため同取組を推進しています。 

 

プログラムを含め講師の方から掲載の承諾を得られた資料については、中部地方環境事務所Webのトピックスの「開催

案内」、もしくは「地球温暖化に関する中部カンファレンスのバナー」に掲載しますので参加者の皆様におかれましては必要

に応じて、印刷しご来場をお願いします。 

 

また、ノートパソコン・タブレット等の端末をお持ちの方は、聴講に当たっては、掲載された資料を保存の上、御持参いただ

く等、ペーパーレス化への御協力をよろしくお願いいたします。 

なお、会場から環境省ホームページにアクセスし掲載された資料を閲覧される場合には、御自身で通信環境をご用意い

ただくようお願いします。（電源の確保もご自身でお願いします。） 

 

３ J-VER 及び J-クレジットによるカーボン・オフセットの取組 

「中部カンファレンス」の開催により排出されたCO₂については、中部管内の７県で創出されましたJ-VER及びJ-クレジット

により可能な限りカーボン・オフセットします。 

http://chubu.env.go.jp/earth/post_20.html

